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 生徒の皆さんのおかげで、無事に、この１年間が終えられることを、心か

らうれしく思います。本当にありがとう。 

 特に、今年度は、新型コロナウイルスの感染症拡大の防止策として、国や

都の方針を受け、教育活動の制限がかかり、学校行事や部活動の機会が少な

くなってしまいました。 

 しかし、皆さんがこの現状を受け止め、健康を常に意識していること、マ

スクの着用でクラスの仲間を守ること、午後８時までに帰宅し、できる限り

外出を控えることで、家族を守ること、そしてそのすべてが結果的に自分の

命を守ることになっていると、気づくことができたことは、生きる力を身に

付けた証として貴重な経験になっていることでしょう。 

 さて、今、皆さんは、大人の階段を登っている途中です。大人になるためには、大人の感性を身に付け

てほしいことだと、２学期の終業式でお話ししました。 

 ところで、皆さんは、自分が大人になったと感じる時はいつありますか。御両親の気持ちが分かるよう

になったとか、先生と将来のことについて語ることができたとか、アルバイトをしてお給料をもらったな

ど、体験をとおして感じることもあれば、世の中のニュースや世間の噂に興味がわき、新聞を読もう、自

分の考えをもとうなど、これまでと違う意識に気が付くことで大人になったと思うこともあるでしょう。 

 このように、皆さんに関わる周りの人が、大人として対応してくれることや、皆さん自身が、世の中の

変化に対して、自分勝手な考えをもつことなく、広く社会に対する意識をもつことで大人になったと感じ

ることが多いかと思います。 

 このコロナ禍において、私たちは、緊急事態宣言という国が出した発令により、世の中の動きを常に意

識し、過ごしていくことが日常的になりました。自ら社会の動きを判断して協力することは、生活のすべ

てを自分でコントロールしなければなりません。まさに、この緊急事態宣言下こそが、大人の階段を登る

ことであり、1日も早く大人の感性を身に付けられることを期待しています。  

 明日から、春休みに入ります。本来であるならば、「勉強」と「部活動」、そして普段できない多くの

ことに挑戦してほしいとお伝えしたいのですが、感染拡大の防止のため、今後も引き続き、多くの制限が

あります。担任や顧問からの指示に従って、安全で健康な毎日を送ってください。 

 よろしくお願いします。４月６日（火）、元気なみなさんに会えることを楽しみにしています。 

 

 

校長の挨拶 



 

 

 インターネット環境下において、パソコン、スマホ、タブレットなどを

活用した学習は、東京都が掲げる東京スマート・スクール・プロジェクト

の実現に向けた取組として注目を浴びるとともに、コロナ禍によって、そ

の推進は加速しております。 

本校では、マイクロソフトチームズのアカウント付与を契機に、オンラ

インでの学習支援等を行ってきましたが、登校意欲が強い本校生徒の実態

に即した対応を優先させるため、校内での実施に留めていました。 

 そこで、3月9日（火）の全日制課程入学者選抜（二次募集）による自宅

学習の機会に、自宅での完全リモートによる学習支援を試行的に実施しまし

た。 

 生徒の姿が教室に見えない中での学習指導は、初めての試みとなるため、

機材の準備から教材作成まで、多くの時間を費やすとともに、生徒のとって

もインターネット回線が繋がるか、サインインできるのかなど、不安が大き

かったことでしょう。 

しかし、開始時間前から、すでにほとんどの生徒が画面の向こうで待機

しており、生徒の前向きな姿勢や学習意欲の高さをあらためて知ることが

できました。画面を介しての円滑な学習活動は、学びの新たなスタイルと

して、本校にとって、また一つ大きな一歩を踏み出すことができたと確信

しています。 

終了後のアンケートでは、ほとんどの生徒が「とても楽しかった」と回

答するなど、多くの成果を得ることができました。 

この経験を生かし、令和3年度に向けて、オンライン学習支援体制を一層充実させ、「文房具としての

オンライン機器」を活用した授業実践を進めていきましょう。 

オンライン学習支援 

 

 

 １学年は、３学期にグループエンカウンターを２回行いました。 

１回目は、1月8日「気になる画像」「〇〇君の感じ事典」を行い

ました。参加者の感想では、〇恥ずかしかった、でもみんなからの印

象が聞けて良かったと思う。〇自分の印象について、深く知れてよ

かった。相手にとってよく思われているなら、その状態を長く続けら

れるように努力したい。〇すごく楽しかったので、また行う機会があ

ればやりたい。〇自分自身をあらためて知ったし、色々な人の意外な

面が見られて面白かった。〇自分の分からなかった所に気付けたりし

て、とても楽しかったし、これからの人生に役立ちそうでよかった。〇自分がどう思われているのかを

知れてよかった。など自分自身で考えている自分の姿と、相手が思っている印象とを比べ感じ取ること

ができ、有意義でした。 

２回目は、３月17日「マインドサークル」「エゴグラム」を行いました。参加者の感想では、〇こ

れからもいろんなことがあると思うけど、今のメンバーで乗り越えたいなって、あらためて思った。〇

自分の過去を他人に話すとき、いやな気持ちやはずかしさが無く、テキパキと話せるのだなあと気付い

た。〇その個人個人に対して適した考えをもって接していけるのかなって思った。〇あまり自分を出す

機会はないので、出せてすっきりした。〇あらためて、自分を知れてよかった。 

過去を見つめ、お互いを尊重し、仲間意識を高められる内容でした。 

グループエンカウンター 


